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グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
時
代
の
学
生
た
ち
（
二
）

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

Ｗ
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
一
八
七
一
年
三
月
（
明
治
四
年
一
月
）
か
ら

一
八
七
二
年
一
月
（
明
治
四
年
一
二
月
）
ま
で
の
一
一
ヶ
月
間
、
福
井
藩
の
藩

校
明
新
館
で
主
に
理
化
学
を
教
え
た
お
雇
い
外
国
人
で
あ
る
。
彼
が
こ
の
間
に

教
え
た
学
生
た
ち
に
関
し
て
、
筆
者
は
先
に
本
誌
に
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
残
し
た

メ
モ

“S
tu

d
en

ts
”

（
学
生
名
簿
）
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
で
報
告
し
）
（
（

、
ま
た
同

じ
く
本
誌
に
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
時
代
の
学
生
た
ち
（
一
）
―
中
沢
岩
太
」）

（
（

を
載
せ
た
。

　

本
稿
で
は
、
上
記
の
メ
モ
に
名
前
が
載
ら
な
い
グ
リ
フ
ィ
ス
の
学
生
、
山
形

仲
芸
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
そ
の
名
は
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
」

）
（
（

の

一
二
月
一
三
日
に
一
度
だ
け
で
あ
る
が
「
山
形
が
私
の
家
に
住
み
に
来
た
」
と

あ
る
。
ま
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
夫
妻
が
昭
和
二
年
に
来
福
し
た
際
に
福
井
市
役
所

が
出
版
し
た
『
グ
リ
フ
ィ
ス
博
士
』

）
（
（

の
中
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
教
え
子
の
一
人

と
し
て
山
形
仲
芸
（
仙
台
医
学
専
門
学
校
校
長
）
の
名
が
あ
り
、
仲
芸
が
グ
リ

フ
ィ
ス
の
教
え
子
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

現
在
、山
形
仲
芸
の
名
は
福
井
で
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
岡
山
県
立
医
学
校
の
教
諭
と
な
り
、
そ
の
後
、

仙
台
に
移
り
、
第
二
高
等
中
学
教
諭
兼
医
学
部
長
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
長
、

東
北
帝
国
大
学
医
科
大
学
長
（
初
代
）
を
歴
任
し
、
そ
の
間
外
科
の
教
授
を
兼

任
す
る
と
共
に
附
属
病
院
の
外
科
長
と
し
て
医
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
人
物
で

あ
る
。
さ
ら
に
仙
台
医
学
会
や
宮
城
県
医
学
会
の
初
代
会
長
を
務
め
る
な
ど
、

黎
明
期
の
東
北
医
学
界
に
あ
っ
て
長
年
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
て
組
織
の
頂
点
に

あ
り
、
東
北
地
方
の
医
学
の
基
礎
を
作
っ
た
人
物
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
藤
野
厳
九
郎
と
魯
迅
が
仙
台
医
学
専
門
学
校
で
出
会
い
、
魯
迅
の
有

名
な
「
藤
野
先
生
」
と
い
う
小
説
が
残
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
両
者
が
仙
台
医
学
専
門
学
校
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
つ
く
っ

グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
時
代
の
学
生
た
ち
（
二
）　

―
山
形
仲
芸
―

沖　
　
　

久　

也
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た
の
も
、
当
時
同
校
の
校
長
で
あ
っ
た
仲
芸
の
決
断
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　

一　

山
形
仲
芸
の
略
歴

　　

山
形
仲
芸
の
略
歴
は
、
玉
手
英
典
「
宮
城
県
医
師
会
会
長
略
伝
（
そ
の
一
）」

（
以
下
「
会
長
略
伝
」
と
称
す
））

（
（

の
初
代
会
長
山
形
仲
芸
が
最
も
ま
と
ま
っ
た

も
の
で
あ
る
が
、
二
・
五
頁
の
分
量
し
か
な
く
、
少
し
誤
り
も
あ
る
。
そ
の
ほ

か
『
岡
山
大
学
医
学
部
百
年
史
』

）
（
（

に
も
一
頁
に
満
た
な
い
簡
単
な
略
歴
が
あ
り
、

『
日
本
人
名
大
事
典
（
六
）』）

（
（

や
『
日
本
近
現
代
医
学
人
名
事
典
』
）
（
（

な
ど
に
も
仲

芸
の
名
前
は
あ
る
が
い
ず
れ
も
詳
し
い
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を

参
考
に
、
今
回
新
た
に
見
出
し
た
資
料
な
ど
に
よ
り
加
筆
修
正
し
た
略
年
表
を

最
後
の
頁
に
示
し
、
山
形
仲
芸
の
生
涯
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

（
一
）
誕
生
か
ら
グ
リ
フ
ィ
ス
の
来
福
ま
で
（
一
八
五
七
～
一
八
七
一
）

　

「
会
長
略
伝
」
に
は
、
仲
芸
は
「
安
政
四
年
一
一
月
一
五
日
（
一
八
五
七
年

一
二
月
二
〇
日
）
に
越
前
国
足
羽
郡
駕
篭
町
に
生
ま
れ
、
幼
名
を
男
登
介
と
い
っ

た
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
足
羽
郡
駕
篭
町
と
い
う
地
名
は
越
前
国
に
は
な
く
、

こ
れ
は
御
駕
篭
町
の
間
違
い
と
思
わ
れ
る
、
ま
た
『
岡
山
大
学
医
学
部
百
年

史
』

）
（
（

に
は
父
は
新
太
郎
と
あ
り
、出
生
地
は
「
越
前
福
井
松
ケ
井
上
町
」
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
誤
り
で
あ
る
。
明
治
七
年
「
町
名
改
正
新
旧
対
照
表
」

）
（
（

に

よ
る
と
、
旧
名
御
駕
篭
町
は
新
町
名
で
は
松
ケ
枝
下
町
で
あ
り
、
現
在
の
福
井

市
宝
永
一
丁
目
に
あ
た
る
。

　

「
新
番
格
以
下
」（
松
平
文
庫
九
二
三
号
）
に
よ
れ
ば
、
仲
芸
は
明
治
三
年
に

牧
野
繫
門
の
養
子
に
な
り
、
牧
野
男
登
介
（
卒
族
山
形
勝
太
ら
の
弟
也
）
と
改

名
し
て
い
る
。
養
子
先
の
牧
野
繫
門
は
、
明
治
二
年
に
歩
兵
隊
に
仰
せ
付
け
と

あ
る
が
、
明
治
三
年
四
月
に
は
仏
語
修
行
の
た
め
横
浜
へ
行
く
こ
と
を
願
い
、

同
月
一
九
日
に
出
立
し
、
八
月
二
五
日
帰
省
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同

年
一
〇
月
三
日
に
病
身
に
つ
き
立
替
を
願
い
出
て
、
養
子
牧
野
男
登
介
が
で
き

た
こ
と
、
さ
ら
に
代
勤
と
し
て
牧
野
元
二
が
第
二
大
隊
十
番
小
隊
に
仰
せ
つ

か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
男
登
介
は
本
職
で
あ
る
歩
兵
隊

の
仕
事
は
代
勤
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
は
牧
野
繫
門
の
洋
学

志
向
の
希
望
か
ら
、
す
で
に
明
治
二
年
に
で
き
て
い
た
明
新
館
在
籍
中
の
男
登

介
を
養
子
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

こ
の
略
歴
に
よ
る
と
、
明
治
三
年
一
二
月
に
牧
野
元
二
が
山
形
元
二
に
改
姓
し

て
お
り
、
こ
の
時
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
男
登
介
も
山
形
男
登
介
に
改
姓
し

た
と
思
わ
れ
る
、
な
ぜ
な
ら
、
明
治
五
年
五
月
に
男
登
介
が
山
形
仲
芸
に
改
名

し
た
こ
と
が
先
の
「
新
番
格
以
下
」
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、

明
治
五
年
以
後
の
こ
と
は
こ
こ
に
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
二
）
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
滞
在
時
（
一
八
七
一
～
一
八
七
二
）

　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
滞
在
期
間
は
明
治
四
年
一
月
一
四
日
～
明
治
四
年
一
二

月
一
三
日
（
一
八
七
一
年
三
月
四
日
～
一
八
七
二
年
一
月
二
二
日
）
で
あ
る
。

　

こ
の
当
時
、
仲
芸
の
姓
名
は
山
形
男
登
介
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、「
グ

リ
フ
ィ
ス
の
残
し
た
メ
モ

“S
tu

d
en

ts
”

（
学
生
名
簿
）
に
つ
い
て
」
で
も
記
し

た
よ
う
に　

理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
メ
モ
に
山
形
の
名
は
な
ぜ
か
記
さ

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
」

）
（
（

の
一
八
七
一
年

一
二
月
一
三
日
の
所
に
「
山
形
が
私
の
家
に
住
み
に
来
た
」
と
あ
る
。
山
形
が

い
つ
ま
で
こ
の
グ
リ
フ
ィ
ス
の
新
居
に
同
居
し
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
し
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ば
ら
く
は
同
居
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
日
記
に
も
山
形
の
名
前
が

あ
る
の
は
こ
の
一
ヶ
所
だ
け
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
交
流
が
二
人
の
間
で
あ
っ

た
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
山
形
は
助
手
の
中
野
外
志
男
と

学
生
で
あ
っ
た
石
田
二
男
雄
と
一
緒
に
グ
リ
フ
ィ
ス
を
追
い
か
け
て
東
京
へ

行
っ
て
い
る
。
石
田
も
一
二
月
二
一
日
の
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
」
に
「
明

日
か
ら
石
田
と
湯
村
が
家
に
来
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
一
緒
に
東
京
へ
行
っ

た
三
人
は
、
こ
の
時
期
グ
リ
フ
ィ
ス
の
新
居
に
同
居
し
て
い
た
可
能
性
が
高

く
、
山
形
と
石
田
は
グ
リ
フ
ィ
ス
が
目
を
掛
け
て
い
た
学
生
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

（
三
）
福
井
か
ら
東
京
へ
（
一
八
七
二
）

　

仲
芸
に
関
す
る
こ
の
時
期
の
資
料
は
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
東
京
日
記
」
）
（（
（

一
八
七 

二
年
四
月
九
日
の
所
に
「
中
野
、
山
形
、
石
田
、
東
京
に
着
く
」
と
あ
る
だ
け

で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
三
人
が
一
緒
に
福
井
か
ら
出
て
き
た
こ
と
が
わ
か

る
。そ
こ
で「
子
弟
輩
」（
松
平
文
庫
九
二
二
号
）の
中
野
外
志
男
の
項
を
見
る
と
、

明
治
五
年
二
月
一
八
日
に
東
京
に
向
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
明
治
五
年
三

月
三
日
（
一
八
七
二
年
四
月
九
日
）
に
東
京
に
着
い
た
こ
と
は
は
っ
き
り
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
通
っ
た
の
か
、
そ
の
道
中
の
様
子
な
ど
は
全
く
わ
か
っ

て
い
な
い
。

（
四
）
東
京
到
着
後
か
ら
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
ま
で
（
一
八
七
二
～
一
八
八
一
）

　

東
京
到
着
後
の
仲
芸
で
あ
る
が
、『
岡
山
大
学
医
学
部
百
年
史
』
）
（
（

な
ど
い
く

つ
か
の
略
歴
で
は
、
明
治
五
年
に
南
校
の
英
語
に
入
学
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤

り
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
明
治
五
年
の
『
南
校
一
覧
』

）
（（
（

に
は
、
仲
芸
と
一
緒

に
東
京
に
出
て
来
た
中
野
外
志
男
が
英
語
二
ノ
組
に
、
石
田
二
男
雄
は
英
語
五

ノ
組
に
名
前
が
載
っ
て
お
り
、
ま
た
グ
リ
フ
ィ
ス
に
同
行
し
た
中
沢
岩
太
の
名

も
ド
イ
ツ
語
三
ノ
組
に
見
ら
れ
る
が
、
山
形
仲
芸
の
名
前
は
ど
こ
に
も
見
ら
れ

な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

仲
芸
は
医
学
部
を
志
望
し
て
お
り
、
そ
の
講
義
は
ド
イ
ツ
人
が
行
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、ド
イ
ツ
語
の
勉
強
を
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
第
一
大
学
区
医
学
校
（
明
治
七
年
に
東

京
医
学
校
、
明
治
一
〇
年
東
京
大
学
医
学
部
に
改
称
）
二
等
予
科
一
ノ
部
に
入

学
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
明
治
五
年
に
東
京
で
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
福
井
の
学

生
六
人
が
グ
リ
フ
ィ
ス
を
囲
ん
だ
写
真
が
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
に
あ

る
。
学
生
六
人
は
上
記
の
四
人
（
中
沢
、
中
野
、
石
田
、
山
形
）
以
外
に
福
井

の
笠
原
格
（
カ
ー
ル
）
と
肥
後
か
ら
来
た
本
山
で
あ
る
。

　

仲
芸
の
東
京
大
学
医
学
部
時
代
の
史
料
は
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
彼
の
医
学
部
時
代
の
同
級
生
で
あ
る
森
林
太
郎
（
後
の
森
鷗
外
）
に
つ
い
て

記
さ
れ
た
中
井
義
幸
「
鷗
外
の
学
生
時
代
に
つ
い
て
」）

（（
（

を
参
考
に
し
な
が
ら
、

医
学
部
時
代
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

　

明
治
六
年
一
一
月
に
「
二
等
予
科
一
ノ
部
」
に
編
入
さ
れ
た
新
入
生
は
二
四

名
で
、
前
年
度
入
学
者
二
四
名
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
入
学
者
六
名
の
計
五
四
名

で
ク
ラ
ス
が
編
成
さ
れ
た
。
新
入
生
の
う
ち
で
明
治
一
四
年
に
卒
業
し
た
者
は

一
一
名
で
、
鷗
外
と
共
に
仲
芸
の
名
前
も
見
ら
れ
る
。
な
お
、
同
級
生
と
し
て
、

ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
長
男
中
浜
東
一
郎
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
入
学
時
に

「
二
等
二
ノ
部
」
で
あ
っ
た
た
め
、
新
入
生
の
二
四
名
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、

そ
の
後
成
績
が
よ
く
明
治
七
年
に
は
同
じ
ク
ラ
ス
に
上
が
り
、
卒
業
年
次
は
仲
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芸
と
同
じ
と
な
っ
た
。

　

入
学
当
時
、
医
学
生
は
下
谷
和
泉
橋
旧
藤
堂
邸
の
寄
宿
舎
に
住
む
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に
寄
留
し
て
い
た
。
予
科
時
代
の
仲
芸
の
試

験
成
績
順
位
、
予
科
二
等
生
冬
（
明
治
七
年
四
月
の
試
験
成
績
）
は
九
番
、
夏
（
明

治
七
年
一
一
月
）
二
一
番
、
予
科
一
等
生
冬
（
明
治
八
年
四
月
）
一
一
番
、
そ
し
て
、

夏
（
明
治
八
年
一
一
月
）
六
番
で
あ
る
。
こ
の
当
時
、
七
月
の
試
験
で
最
初
の
ク

ラ
ス
分
け
が
な
さ
れ
、
一
一
月
の
学
年
末
試
験
で
ほ
ぼ
五
〇
名
の
内
三
〇
名
だ

け
が
二
等
（
一
等
）
か
ら
一
等
（
本
科
五
等
）
に
進
み
、
上
級
か
ら
の
落
第
生

や
編
入
生
で
改
め
て
五
〇
人
の
ク
ラ
ス
が
編
成
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
進
級
す

る
の
が
か
な
り
厳
し
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
仲
芸
は
学
年
で
ほ
ぼ
一
〇
番

前
後
の
成
績
で
無
事
に
ク
リ
ア
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
当
時
の
学
生
生
活
や
交
友
関
係
を
示
す
も
の
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
当
時
、
大
学
改
編
が
あ
り
、
明
治
七
年
年
五
月
七
日
に
東
京
医
学
校
に
校

名
が
変
更
さ
れ
、
校
舎
も
同
年
一
二
月
に
本
郷
旧
加
賀
藩
屋
敷
に
移
転
し
、
学

生
の
寄
宿
舎
も
本
郷
に
移
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
仲
芸
は
予
科
時
代
の
最
初

の
半
期
を
除
き
、
大
部
分
は
東
京
医
学
校
に
通
学
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

明
治
八
年
一
二
月
に
は
、仲
芸
は
無
事
に
五
等
本
科
生
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

本
科
五
等
生
冬
（
明
治
九
年
四
月
）
の
試
験
成
績
は
八
位
で
、夏
（
明
治
九
年
一
一
月
）

は
一
二
位
で
あ
る
。
こ
の
年
の
学
年
末
試
験
成
績
は
学
生
の
就
職
先
に
大
き
く

影
響
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
学
制
改
革
で
東
京
医
学
校
は
明
治

一
〇
年
四
月
一
二
日
に
東
京
大
学
医
学
部
と
な
っ
た
が
、
そ
の
機
会
に
陸
軍
が

将
来
陸
軍
軍
医
と
な
る
学
生
を
官
費
生
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
た
め
で

あ
る
。
優
等
生
を
獲
得
せ
ん
と
、
既
に
文
部
省
・
内
務
省
が
予
定
し
て
い
る
明

治
一
二
年
・
一
三
年
度
卒
業
予
定
者
を
見
送
っ
て
、
一
四
年
度
卒
業
生
（
本
科

五
等
生
夏
の
席
次
）
が
主
な
選
考
の
対
象
と
な
っ
た
。
採
用
者
は
一
〇
名
で
そ

の
内
一
名
は
薬
剤
官
で
あ
っ
た
。
仲
芸
の
成
績
順
位
は
一
二
番
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
か
、
陸
軍
軍
医
に
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

最
後
に
卒
業
時
の
成
績
と
卒
業
時
期
に
触
れ
て
お
く
。
最
後
の
卒
業
試
験

は
明
治
一
四
年
の
二
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム 

森
鴎

外
』

）
（（
（

に
東
大
新
医
学
士
成
績
順
名
簿
（『
文
部
省
公
報
』
明
治
一
四
年
七
月
）

の
写
真
が
あ
り
、
一
二
番
の
所
に
「
福
井
県
士
族
山
形
仲
芸 

二
三
年
九
ケ
月
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
東
大
の
正
式
な
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
七
月
四
日
の

卒
業
者
名
簿
（
医
学
士
の
分
）
の
写
真
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
卒
業
式
は
東
京

大
学
の
全
学
部
が
一
緒
に
行
っ
た
最
初
の
卒
業
式
で
あ
る
が
、
仲
芸
は
す
で
に

岡
山
医
学
校
に
赴
任
し
て
い
て
参
加
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）
岡
山
時
代
（
一
八
八
一
～
一
八
八
八
）

　

こ
こ
で
は
、岡
山
県
医
学
校
の
着
任
時
（
の
ち
甲
種
岡
山
県
医
学
校
に
改
称
）

か
ら
、
新
設
さ
れ
た
仙
台
の
第
二
高
等
中
学
校
教
諭
医
学
部
へ
転
任
す
る
ま
で

を
取
り
上
げ
る
。

　

し
か
し
、
実
は
岡
山
着
任
の
時
期
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
岡
山
時
代
の

基
本
資
料
で
あ
る
『
岡
山
大
学
医
学
部
百
年
史
』

）
（
（

の
仲
芸
の
略
歴
で
は
「
明
治

一
四
年
（
一
八
八
一
）
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
直
ち
に
岡
山
県
医

学
校
教
諭
兼
一
等
医
、
つ
い
で
県
病
院
副
医
長
を
任
命
さ
れ
外
科
を
担
当
」
と

あ
る
が
、
確
か
な
着
任
時
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
同
書
に
岡
山
県
の
明
治

一
三
年
六
月
か
ら
一
四
年
七
月
ま
で
の
医
学
校
と
病
院
関
係
者
の
人
事
異
動
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、こ
こ
に
も
着
任
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
時
代
の
学
生
た
ち
（
二
）

明
治
一
四
年
七
月
の
所
に
「
医
学
教
頭
山
形
仲
芸
が
病
院
副
院
長
及
び
一
等
医

と
な
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
仲
芸
は
七
月
以
前
に
岡
山
医
学
校
に
は

教
頭
と
し
て
着
任
し
て
い
て
、
七
月
に
病
院
副
院
長
に
任
命
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
や
は
り
は
っ
き
り
し
た
着
任
の
日
時
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

な
お
「
会
長
略
伝
」
）
（
（

の
山
形
仲
芸
の
略
歴
に
は
「
明
治
一
四
年
五
月
東
京
大

学
医
学
科
を
卒
業
す
る
。
同
年
六
月
岡
山
県
立
医
学
校
教
諭
と
な
る
」
と
あ
る

が
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
着
任
時
期
を
記

し
た
も
の
に
、『
岡
山
の
医
学
』

）
（（
（

が
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
明
治
一
四
年
一
月
」

と
あ
る
が
、
最
後
の
卒
業
試
験
が
行
わ
れ
た
の
が
二
月
な
の
で
、
そ
れ
以
前
に

岡
山
に
着
任
す
る
こ
と
あ
り
得
な
い
た
め
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

　

次
に
、
な
ぜ
仲
芸
が
岡
山
に
赴
任
し
た
か
を
考
え
る
た
め
、
当
時
の
医
学
士

の
就
職
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
か
を
、
吉
良
枝
郎
『
明
治
期
に
お
け
る
ド
イ

ツ
医
学
の
受
容
と
普
及
』

）
（（
（

を
参
考
に
し
な
が
ら
見
る
こ
と
に
す
る
。

　

明
治
七
年
八
月
に
施
行
さ
れ
た
医
制
で
、
病
院
長
は
公
私
立
病
院
に
か
か
わ

ら
ず
「
医
術
開
業
免
許
を
所
持
す
る
者
又
は
医
学
校
の
教
育
は
学
士
の
中
で
そ

の
学
科
に
卓
越
し
た
者
」
と
定
め
た
。
そ
し
て
、
医
学
校
に
は
学
生
教
育
の
た

め
に
病
院
の
併
設
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
必
然
的
に
明
治
一
二
年
以
降
に
東

京
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
医
学
士
の
称
号
を
得
た
者
だ
け
が
病
院
長
や
医
学

校
の
教
諭
に
な
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
れ
は
日
本
中
に
ド
イ
ツ
医
学
に
基
づ
く
西
洋
医
学
を
普
及
す
る
目
的
で

あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ま
さ
に
昭
和
四
〇
年
代
後
半
の
一
県
一
医
科
大
学
構
想

と
同
じ
よ
う
に
、
明
治
一
〇
年
前
後
に
は
各
県
は
医
学
校
兼
病
院
の
設
立
を
求

め
、
医
学
士
の
派
遣
を
要
請
し
た
。
そ
の
要
請
に
対
し
て
赴
任
地
を
決
定
し
た

の
は
、
お
そ
ら
く
東
京
大
学
医
学
部
当
局
か
文
部
省
医
務
局
の
い
ず
れ
か
、
あ

る
い
は
両
者
の
協
議
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
、
学
生
の
出
身
地
や
希
望
は
考
慮
さ

れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

仲
芸
の
卒
業
し
た
明
治
一
四
年
の
医
学
士
二
八
名
の
就
職
先
で
あ
る
が
、
明

治
九
年
の
成
績
で
陸
軍
軍
医
に
決
ま
っ
て
い
た
七
名
、
卒
業
試
験
の
上
位
者
二

名
は
ド
イ
ツ
留
学
が
決
ま
り
、
各
県
の
医
学
校
に
赴
任
し
た
者
は
仲
芸
も
含
め

一
三
人
と
五
割
以
上
を
占
め
た
。
こ
の
際
、
職
種
は
卒
業
成
績
が
関
係
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
成
績
順
位
三
番
の
中
浜
東
一
郎
は
福
島
県
立
医
学

校
の
校
長
で
あ
り
、
仲
芸
は
一
二
番
で
教
諭
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
岡
山
県
で
あ
っ
た
か
で
あ
る
が
、
岡
山
県
に
は
一
二
年
度
卒
業
の
清

野
勇
が
病
院
長
と
し
て
赴
任
し
て
お
り
、
医
学
校
校
長
に
は
一
三
年
度
卒
業
の

管
之
芳
（
内
科
）
が
い
た
の
で
、
お
そ
ら
く
県
側
が
外
科
医
を
文
部
省
な
ど
に

強
く
要
請
し
、
そ
の
希
望
に
あ
っ
た
外
科
専
攻
の
仲
芸
が
岡
山
に
決
ま
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
岡
山
県
医
学
校
教
諭
時
代
の
仲
芸
を
、
主
と
し
て
『
岡
山
大

学
医
学
部
百
年
史
』
に
よ
っ
て
記
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
簡
単
に
岡
山
県
医
学

校
と
岡
山
県
病
院
の
創
設
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
岡
山
県
公
立
病
院
を
岡
山

県
病
院
と
改
称
し
、
明
治
一
三
年
六
月
一
日
に
開
医
式
が
挙
行
さ
れ
て
、
清
野

が
病
院
医
院
長
に
就
任
し
た
。
同
年
九
月
一
五
日
に
は
医
学
教
場
は
医
学
校
と

改
称
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
時
に
は
管
は
校
長
兼
教
諭
と
し
て
赴
任
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
仲
芸
は
東
京
大
学
医
学
部
を
出
た
若
い
学
士
が

急
進
的
な
改
革
を
な
そ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
飛
び
込
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

　

明
治
一
四
年
の
岡
山
県
へ
の
赴
任
時
期
は
上
述
の
よ
う
に
確
定
で
き
て
い
な
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い
が
、
一
四
年
七
月
の
岡
山
県
の
人
事
異
動
記
録
に
「
医
学
教
頭
か
ら
病
院
副

医
院
及
一
等
医
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
月
に
卒
業
試
験
は
終
り
、

そ
の
成
績
に
基
づ
き
、
四
月
か
五
月
に
は
就
職
先
も
決
ま
り
、
卒
業
式
が
行
わ

れ
た
七
月
以
前
に
岡
山
に
赴
任
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
卒
業
式
以
前

の
赴
任
だ
っ
た
た
め
、
人
事
記
録
に
日
時
が
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

医
学
校
の
最
初
の
入
学
試
験
は
一
四
年
五
月
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
定
員
に

満
た
な
か
っ
た
か
た
め
か
、
明
治
一
五
年
一
月
二
〇
日
ま
で
試
験
上
入
学
を
許

可
す
る
の
で
志
願
者
は
申
し
出
る
べ
し
と
の
広
告
が
前
年
一
二
月
八
日
の
日
付

で
出
さ
れ
た
。
明
治
一
四
年
に
岡
山
県
立
医
学
校
も
岡
山
県
病
院
も
で
き
た
ば

か
り
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
仲
芸
は
清
野
・
管
の
両
先
輩
と
も
に
新
し
い
西
洋

医
学
を
岡
山
に
根
付
か
せ
よ
う
と
奮
闘
し
て
い
た
。

　

そ
の
流
れ
の
一
つ
と
し
て
、
県
病
院
が
『
医
学
月
報
』
を
発
行
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
に
仲
芸
も
関
与
し
て
い
る
。
第
一
号
は
明
治
一
五
年
一
月
発
行
と

な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
四
月
頃
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
月
報
は
明

治
時
代
に
お
け
る
地
方
発
行
の
医
学
雑
誌
の
中
で
も
古
い
も
の
で
あ
り
、
明
治

一
九
年
五
月
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
岡
山
支
部
雑
誌
』
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
、

岡
山
県
の
医
事
情
報
伝
達
の
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
明
治
一
五
年
三
月
、

開
業
医
の
伝
染
病
に
対
す
る
知
識
お
よ
び
治
療
法
の
向
上
を
は
か
る
た
め
「
医

会
」
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
会
長
に
管
病
院
長
、
副
会
長
に
仲
芸
が
就
任

し
た
。

　

五
月
、
文
部
省
令
で
医
学
校
、
薬
学
校
を
甲
乙
二
種
に
分
け
る
こ
と
が
通
達

さ
れ
た
。
こ
れ
は
甲
種
学
校
の
卒
業
生
に
は
開
業
医
試
験
を
免
除
し
、
開
業
医

に
な
れ
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
教
官
に
少
な
く
と
も
三
名
は
東
京
大
学
医
学

部
を
卒
業
し
た
医
学
士
が
い
て
、
重
要
な
学
科
を
分
担
で
き
る
体
制
と
る
こ
と

な
ど
教
育
体
制
が
整
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
甲
種
学
校
と
認
定
さ
れ
た
。
岡
山
県

医
学
校
に
は
四
人
の
医
学
士
（
管
、
清
野
、
山
形
、
中
浜
）
が
い
た
の
で
、
中

国
地
方
で
た
だ
一
つ
の
甲
種
学
校
と
な
り
、
甲
種
岡
山
県
医
学
校
と
な
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
の
役
職
、
身
分
な
ど
の
変
更
は
な
い
。

　

一
〇
月
一
六
日
、
仲
芸
は
他
の
医
師
の
協
力
を
得
て
、
備
前
和
気
郡
日
笠
村

の
田
中
シ
ョ
ウ
の
卵
巣
嚢
腫
の
切
除
手
術
を
行
い
摘
出
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
こ
の
成
功
は
西
洋
医
学
の
力
を
示
す
も
の
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
一
一
月
二
四
日
、
四
医
学
士
の
恩
師
で
あ
る
東
京
大
学
医
学
部
の
ド

イ
ツ
人
教
師
ベ
ル
ツ
が
岡
山
に
来
た
。
ベ
ル
ツ
は
か
ね
て
よ
り
彼
ら
か
ら
岡
山

地
方
に
お
け
る
肺
臓
お
よ
び
肝
臓
ジ
ス
ト
マ
の
実
態
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
お

り
、
そ
の
実
態
調
査
の
た
め
の
岡
山
入
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
視
察
に
基
づ
き
、

翌
年
一
六
年
四
月
、
内
務
省
は
各
府
県
に
通
達
を
出
し
、
肺
・
肝
臓
ジ
ス
ト
マ

に
つ
い
て
の
調
査
報
告
を
依
頼
し
た
。

　

ま
た
、
四
医
学
士
は
明
治
一
六
年
一
月
に
岡
山
に
隣
接
し
た
農
村
で
、
肝

臓
が
肥
大
し
て
死
亡
し
た
農
婦
を
解
剖
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
、
胆
管
中
に

無
数
の
肝
吸
虫
を
発
見
し
た
。
そ
れ
が
以
前
、
石
坂
堅
壮
か
ら
県
病
院
に
標

本
と
し
て
寄
贈
保
存
さ
れ
て
い
た
肝
吸
虫
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
、
明
治
一
六
年
一
月
に
四
医
学
士
連
名
で
「
肺
臓
及
肝
臓
ジ
ス
ト
マ

虫
の
実
験
巻
ノ
一
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
ベ
ル
ツ
も
ま
た
同
じ
年
に
「
二
、

三
の
新
し
い
寄
生
虫
に
つ
い
て
」（『
ベ
ル
リ
ン
臨
床
週
報
』
二
〇
、
Ｎ
ｒ
、

一
六
、
一
八
八
三
）
を
発
表
し
、
日
本
の
肺
・
肝
臓
ジ
ス
ト
マ
症
と
い
う
寄
生
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リ
フ
ィ
ス
の
福
井
時
代
の
学
生
た
ち
（
二
）

虫
病
が
日
本
住
血
吸
虫
症
と
と
も
に
欧
州
の
医
学
界
に
詳
し
く
報
告
さ
れ
た
。

こ
れ
に
は
四
医
学
士
ら
の
研
究
成
果
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
仲
芸
の
岡

山
時
代
の
功
績
と
し
て
こ
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
四

学
士
の
共
同
研
究
で
あ
っ
て
仲
芸
個
人
の
研
究
で
は
な
い
。

　

明
治
一
七
年
四
月
、
岡
山
区
西
の
丸
で
第
一
回
岡
山
県
医
師
開
業
試
験
が
行

わ
れ
、
内
務
省
衛
生
局
か
ら
御
用
掛
後
藤
新
平
が
出
張
し
、
四
人
の
医
学
士
も

試
験
官
と
し
て
参
加
し
た
。

　

ま
た
同
じ
四
月
に
「
大
日
本
私
立
衛
生
会
岡
山
支
部
」
の
支
会
創
立
を
協
議

し
た
。
当
会
は
コ
レ
ラ
、
チ
フ
ス
等
の
伝
染
病
に
対
す
る
知
識
お
よ
び
そ
の
他

の
衛
生
思
想
の
普
及
す
る
の
が
目
的
で
あ
り
、
毎
年
春
秋
二
会
例
会
と
学
術
講

演
会
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
ま
た
地
方
会
員
や
一
般
に
衛
生
思
想
を
普
及
す
る

た
め
に
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
岡
山
支
会
雑
誌
』
第
一
号
が
明
治
一
九
年
五
月

に
発
刊
さ
れ
た
。
仲
芸
は
こ
の
号
に
「
親
譲
リ
ノ
因
果
」
と
題
し
た
文
章
を
載

せ
て
い
る
。

　

明
治
一
九
年
四
月
、
勅
令
を
も
っ
て
中
学
校
令
が
出
さ
れ
、
全
国
は
五
区
に

分
け
ら
れ
て
各
区
に
一
つ
の
高
等
中
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ

の
後
、
明
治
二
一
年
一
月
に
仲
芸
は
仙
台
の
第
二
高
等
中
学
校
の
教
授
兼
医
学

部
長
と
し
て
転
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
二
月
四
日
に
松
の
江
楼
で
送
別
会
が
あ

り
、
八
日
に
岡
山
を
出
て
任
地
に
向
か
っ
た
。

　

な
お
、
岡
山
県
医
学
校
は
第
三
高
等
中
学
校
と
な
り
、
医
学
部
長
は
岡
山
県

医
学
校
長
の
管
之
芳
が
横
す
べ
り
で
任
命
さ
れ
た
。

　

岡
山
時
代
の
仲
芸
は　

東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
新
進
気
鋭

の
医
学
士
で
あ
り
、
先
輩
の
清
野
（
病
院
長
）
と
管
（
校
長
）
の
下
で
医
学
校

の
外
科
教
授
、
附
属
病
院
の
副
医
院
長
と
し
て
岡
山
県
に
西
洋
医
学
を
根
付
か

せ
る
べ
く
努
力
し
て
い
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
全
国
に
五
校
だ
け
し
か
作
ら
れ

な
か
っ
た
高
等
中
学
校
の
一
つ
で
あ
る
仙
台
の
第
二
高
等
中
学
校
の
医
学
部
長

に
抜
擢
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
六
）
仙
台
時
代
（
一
八
八
八
～
一
九
一
八
）

　

こ
こ
で
は
第
二
高
等
中
学
校
着
任
時
か
ら
、
東
北
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
退

職
し
て
小
田
原
に
隠
居
す
る
ま
で
の
期
間
を
取
り
上
げ
る
。
時
代
の
変
遷
と
と

も
に
学
校
名
や
役
職
名
は
変
遷
す
る
が
、
現
在
の
東
北
大
学
医
学
部
の
黎
明
期

か
ら
東
北
帝
国
大
学
医
科
大
学
の
時
代
ま
で
三
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
組
織
の
長

と
し
て
、
ま
た
外
科
の
教
授
と
し
て
活
躍
し
た
時
期
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
間

に
学
校
名
が
変
遷
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
仲
芸
の
生
涯
を
み
る
こ

と
に
す
る
。
こ
こ
で
は
主
と
し
て
『
東
北
大
学
五
十
年
年
史
、上
巻
』）

（（
（

及
び
『
東

北
大
学
百
年
史
一
、
通
史
一
』

）
（（
（

な
ど
を
参
考
に
し
た
。

（
１
）
第
二
高
等
中
学
校
・
第
二
高
等
学
校
時
代
（
一
八
八
八
～
一
九
〇
一
）

　

明
治
一
九
年
の
中
学
校
令
に
よ
り
、
翌
年
四
月
に
仙
台
に
第
二
高
等
中
学
校

が
創
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。次
い
で
八
月
に
は
医
学
部
の
設
置
が
決
ま
り
、

明
治
二
一
年
一
月
に
は
仲
芸
が
第
二
高
等
中
学
校
教
諭
兼
医
学
部
長
に
任
命
さ

れ
、
四
月
に
附
属
病
院
の
宮
城
病
院
長
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

仲
芸
が
仙
台
に
着
任
日
し
た
日
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、
岡
山
を
二
月

八
日
に
出
て
い
る
の
で
、
二
月
中
に
は
仙
台
に
着
任
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

『
宮
城
県
史
一
一
（
教
育
）』）

（（
（

に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
の
医
学
部
の
生
徒
は
明
治

二
一
年
三
月
に
廃
止
さ
れ
た
東
北
各
県
（
宮
城
、
山
形
、
秋
田
、
岩
手
、
新
潟
）

の
医
学
校
生
を
一
学
年
下
げ
て
編
入
し
た
者
た
ち
で
、
四
月
一
〇
日
よ
り
授
業
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六
十
三
巻
二
号

を
開
始
し
て
い
る
。
な
お
、『
宮
城
県
医
師
会
史
（
医
療
編
）』）

（（
（

に
は
、
生
徒
は

編
入
試
験
で
許
さ
れ
た
と
あ
り
、
は
っ
き
り
し
な
い
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
第

二
高
等
中
学
校
の
医
学
部
は
東
北
地
方
の
医
学
教
育
の
中
心
地
と
し
て
重
き
を

な
す
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

明
治
二
二
年
四
月
「
仙
台
市
制
施
行
に
よ
り
名
称
を
「
仙
台
区
医
師
会
」
を

「
仙
台
医
会
」
に
名
称
を
改
め
る
（
会
長
山
形
仲
芸
）」
と
『
仙
台
市
医
師
会

史
』

）
（（
（

資
料
編
・
年
表
に
あ
り
、
こ
の
時
仲
芸
が
会
長
に
推
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、「
会
長
略
伝
」
の
略
歴
で
は
二
四
年
に
仙
台
医
会
会
長
に
推
さ

れ
る
と
あ
っ
て
相
違
が
あ
る
。
ま
た
『
仙
台
市
医
師
会
史
』
に
明
治
二
〇
年
か

ら
の
歴
代
役
員
名
の
表
が
あ
る
が
、
明
治
二
一
～
二
三
年
の
欄
は
名
前
が
抜
け

て
い
て
、
二
四
年
一
〇
月
の
会
長
の
項
に
山
形
仲
芸
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
に
基
づ
い
て
、
二
四
年
に
仙
台
医
会
会
長
に
推
さ
れ
た
と
し
た
可
能
性
が
あ

る
。
な
お
、
六
月
と
一
〇
月
の
仙
台
医
会
例
会
で
仲
芸
は
講
演
を
し
て
い
る
。

　

明
治
二
三
年
も
仙
台
医
会
の
四
、
五
月
の
例
会
で
講
演
を
し
て
い
る
。
一
〇

月
に
教
員
名
称
の
変
更
が
あ
り
、
医
学
部
長
・
教
諭
・
助
教
諭
は
医
学
部
主
事
・

教
授
・
助
教
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
仲
芸
は
主
事
兼
教
授
と
な
っ
て
い
る
。

　

明
治
二
四
年
五
月
に
東
北
医
学
会
第
一
回
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
第

二
高
等
中
学
校
医
学
部
学
友
会
第
七
回
例
会
を
改
称
し
た
も
の
で
、
第
二
高
等

中
学
校
医
学
部
の
教
官
・
生
徒
・
卒
業
生
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
医
会
は

現
在
も
続
い
て
い
る
。

　

明
治
二
五
年
四
月
東
北
医
学
会
会
報
第
一
号
が
創
刊
さ
れ
た
。

　

明
治
二
七
年
六
月
に
高
等
学
校
令
に
よ
り
、
第
二
高
等
中
学
校
医
学
部
は
第

二
高
等
医
学
部
に
改
称
さ
れ
た
。
仲
芸
は
医
学
部
主
事
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

明
治
二
九
年
六
月
仙
台
医
会
会
報
創
刊
第
一
号
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

仲
芸
は
明
治
三
〇
年
か
ら
二
年
間
ベ
ル
リ
ン
大
学
医
学
部
へ
の
留
学
を
命
じ

ら
れ
る
。
こ
の
間
の
仲
芸
の
動
静
を
記
し
た
資
料
は
極
め
て
少
な
く
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
三
月
に
ド
イ
ツ
に
行
き
、
ド
イ
ツ
で
局
所
湿
潤
麻
酔
法
を
学
ん
だ
。

ま
た
三
一
年
に
は
万
国
ら
い
病
学
会
議
に
日
本
代
表
と
し
て
出
席
し
、
ド
イ
ツ

皇
帝
に
謁
見
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
二
年
七
月
に
は
帰
国
し
た
。

　

以
下
、
帰
国
後
の
彼
の
仕
事
を
確
認
す
る
。
明
治
三
四
年
六
月
発
刊
の
『
東

北
医
学
会
会
報
』

）
（（
（

に
「
て
ん
か
ん
手
術
」
の
実
験
三
例
に
つ
い
て
報
告
し
て
い

る
。
こ
の
一
例
目
は
明
治
三
三
年
一
二
月
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
日
本
で
の
早

期
の
脳
外
科
手
術
の
一
つ
で
あ
り
、
外
科
治
療
勃
興
の
先
駆
け
に
位
置
付
け
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
彼
が
帰
国
後
に
行
な
っ
た
一
二
例
の
「
て
ん
か
ん

手
術
」
の
最
初
の
例
で
あ
り
、ド
イ
ツ
留
学
中
に
会
得
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
明
治
三
八
年
に
提
出
し
た
二
本
の
学
位
論
文
中
の
一
本
と

し
て
報
告
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
も
う
一
本
の
論
文
は
「
肝
臓
切
除
術
に
関
す

る
動
物
試
験
」
に
関
す
る
も
の
で
、
ド
イ
ツ
留
学
中
ラ
ン
グ
ル
ハ
ン
ス
氏
の
教

室
に
於
い
て
四
五
頭
の
家
兎
の
肝
臓
切
除
の
割
合
と
生
存
率
を
調
べ
た
も
の
で

あ
る
。
両
論
文
の
抄
録
は
『
若
越
医
談
』
第
一
号

）
（（
（

に
掲
載
さ
れ
た
。

　

明
治
三
四
年
一
月
、
第
一
回
宮
城
県
医
師
会
総
会
が
開
か
れ
、
会
長
に
木
村

達
、
仲
芸
は
学
術
部
長
に
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
年
の
第
三
回
日
本
外
科

宿
題
報
と
し
て
「
盲
腸
炎
及
び
虫
様
突
起
炎
調
査
（
一
八
三
名
）
成
績
」
を
発

表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
国
の
内
科
医
、
外
科
医
四
〇
〇
〇
余
人
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
送
付
し
、
一
年
間
の
虫
垂
炎
治
療
の
実
態
調
査
を
し
た
も
の
で
、
外
科
治

療
に
つ
い
て
の
日
本
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
報
告
で
あ
っ
た
。
当
時
虫
垂
炎
は
内
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フ
ィ
ス
の
福
井
時
代
の
学
生
た
ち
（
二
）

科
治
療
の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
宮
永
悌
二
は
『
宝
生
会
年
鑑
』
巻
頭
言
）
（（
（

の
な
か
で
、
同
報
告
は
外
科
治
療
の
勃
興
の
到
来
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
と

述
べ
て
い
る
。　

（
２
）
仙
台
医
学
専
門
学
校:

・
東
北
帝
国
大
学
医
学
部
専
門
学
校
時
代

（
一
九
〇
一
～
一
九
一
五
）

　

明
治
三
四
年
四
月
、
第
二
高
等
中
学
校
か
ら
医
学
部
が
分
離
独
立
し
、
医
学

部
・
薬
学
部
か
ら
な
る
仙
台
医
学
専
門
学
校
と
な
り
、
さ
ら
に
明
治
四
五
年
四

月
に
勅
令
に
よ
り
東
北
帝
国
大
学
医
学
専
門
部
に
継
承
さ
れ
た
。
こ
の
東
北
帝

国
大
学
医
学
部
専
門
部
は
、
大
正
七
年
に
勅
令
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
が
、
そ

の
時
、
す
で
に
大
正
四
年
東
北
帝
国
医
科
大
学
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
二
校
が

共
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
仲
芸
は
医
科
大
学
に
所
属
と
な
っ
た
が
、
専
門

部
と
大
学
に
重
な
っ
て
い
る
時
に
は
専
門
部
の
人
事
に
関
係
し
て
お
り
、
専
門

部
が
廃
止
さ
れ
た
大
正
七
年
に
は
東
北
帝
国
大
学
医
学
部
を
退
職
し
て
い
る
。

こ
の
間
の
仲
芸
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

　

明
治
三
四
年
四
月
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
が
で
き
、
四
月
に
校
長
心
得
と
な

り
、
六
月
に
正
式
な
校
長
と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
〇
月
に
仲
芸
が
藤
野
厳
九
郎

を
解
剖
学
講
師
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。

　

明
治
三
六
年
七
月
、
仲
芸
が
ド
イ
ツ
留
学
中
に
得
た
知
見
に
基
づ
い
て
設
計

さ
れ
た
宮
城
病
院
外
科
手
術
室
が
完
成
し
た
。
こ
の
手
術
室
は
当
時
の
最
新
施

設
が
完
備
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。　

　

明
治
三
七
年
、
仲
芸
は
無
試
験
・
授
業
料
免
除
で
周
樹
人
（
魯
迅
）
の
入
学

を
認
め
た
。
周
は
一
〇
月
に
仙
台
医
学
専
門
学
校
に
入
学
し
た
が
、
明
治
三
九

年
三
月
に
は
退
学
し
て
い
る
。
な
お
、
魯
迅
の
短
編
小
説
「
藤
野
先
生
」
の
主

人
公
で
あ
る
藤
野
厳
九
郎
と
魯
迅
を
引
き
合
わ
せ
た
の
は
、
当
時
仙
台
医
学
専

門
学
校
の
校
長
で
あ
っ
た
仲
芸
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
後
で
も
う
一
度
詳

し
く
述
べ
る
。

　

明
治
三
八
年
七
月
、
仲
芸
は
医
学
博
士
の
学
位
を
得
た
。
明
治
三
五
年
に
一

度
学
位
を
申
請
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
は
博
士
会
で
必
要
な
三
分
の
二
の
賛
成

が
得
ら
れ
ず
学
位
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
山
形
仲

芸
（
仙
台
）、
長
尾
精
一
（
千
葉
）、
菅
之
芳
（
岡
山
）、
熊
谷
幸
之
輔
（
愛
知
）

の
四
人
の
医
学
専
門
学
校
の
校
長
を
一
括
し
て
博
士
に
す
る
よ
う
に
博
士
会
に

働
き
か
け
た
中
浜
東
一
郎
が
日
記
に
経
緯
を
書
き
残
し
て
い
る

）
（（
（

。
こ
の
時
、
博

士
に
ふ
さ
わ
し
い
学
力
が
あ
る
か
を
み
る
た
め
に
論
文
提
出
を
求
め
る
こ
と
が

決
ま
り
、
こ
れ
が
現
在
に
至
る
論
文
博
士
の
制
度
の
初
め
と
思
わ
れ
る
。
仲
芸

は
明
治
三
八
年
四
月
に
「
自
家
ノ
実
験
ニ
ヨ
ル
対
癲
癇
症
穿
顱
術
ノ
価
値
ニ
就

テ
」
と
「
肝
臓
切
除
術
ニ
於
ケ
ル
動
物
試
験
成
績
」
の
二
本
を
学
位
論
文
と
し

て
提
出
し
、
学
位
を
得
て
い
る
。

　

明
治
四
〇
年
九
月
仙
台
医
学
会
が
成
立
し
、
会
長
に
仲
芸
が
選
出
さ
れ
た
。

一
一
月
に
は
第
一
回
例
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
時
「
膀
胱
切
開
の
実
験
に
つ
い

て
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
し
て
い
る
。

　

明
治
四
四
年
四
月
に
仙
台
市
医
師
会
（
明
治
四
〇
年
一
〇
月
発
足
）
の
第
四

回
総
会
で
会
長
に
選
出
さ
れ
る
。

　

明
治
四
五
年
四
月
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
は
東
北
帝
国
大
学
医
学
部
専
門
部

と
な
り
仲
芸
は
部
長
と
な
る
。
七
月
に
仙
台
医
師
会
の
役
員
会
で
宮
城
県
医
師

会
の
設
立
を
決
議
し
た
。

　

大
正
二
年
三
月
、
宮
城
県
医
師
会
創
立
発
起
総
会
を
開
き
、
八
月
に
創
立
総
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会
を
開
催
、
会
長
に
仲
芸
が
選
出
さ
れ
た
。

　

大
正
四
年
七
月
に
東
北
帝
大
医
科
大
学
が
設
置
さ
れ
た
。
仲
芸
は
医
科
大
学

長
と
な
る
。

（
３
）
東
北
帝
大
医
科
大
学
時
代
か
ら
仙
台
を
去
る
ま
で（

一
九
一
五
～
一
九
一
八
）

　

こ
こ
で
は
東
北
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
移
っ
て
教
授
兼
医
科
大
学
長
と
な
っ

て
か
ら
、
仙
台
を
去
り
小
田
原
に
移
る
ま
で
の
期
間
を
取
り
上
げ
る
。

　

大
正
四
年
七
月
に
医
学
部
専
門
部
の
教
授
兼
主
事
か
ら
医
科
大
学
の
教
授
兼

医
科
大
学
長
に
な
る
。

　

大
正
五
年
四
月
に
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
学
長
を
辞
し
て
、
大
学
評
議
員
と

な
る
。
七
月
に
高
等
官
一
等
正
三
位
勲
二
等
に
叙
さ
れ
る
。

　

大
正
七
年
四
月
東
北
帝
国
大
学
医
学
専
門
部
が
廃
止
さ
れ
る
。

　

大
正
七
年
五
月
、
辞
表
を
提
出
し
た
。
辞
職
願
の
全
文
は
『
東
北
大
学
百
年

史
一
、
通
史
一
』

）
（（
（

に
載
っ
て
い
る
。
仲
芸
の
真
意
は
、
本
官
は
医
学
部
教
授
で

は
あ
る
が
、
自
分
の
気
持
ち
と
し
て
は
専
門
部
主
事
・
教
授
で
医
学
部
教
授
は

兼
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
専
門
部
主
事
が
専
門
部
の
廃
止
と
共
に
廃
職
と
な
る

上
は
医
学
部
教
授
も
辞
職
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
気

持
ち
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
か
を
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
仲
芸
は
仙
台
医
学
専

門
学
校
の
校
長
で
あ
っ
た
当
時
か
ら
の
悲
願
と
し
て
東
北
帝
国
大
学
医
科
大
学

の
創
設
を
考
え
て
お
り
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
東
北
帝
国
大
学
医
学
専
門
部
が

で
き
、
次
は
専
門
部
か
ら
医
科
大
学
に
昇
格
さ
せ
ら
れ
る
と
期
待
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
の
時
は
当
然
そ
れ
ま
で
の
名
称
変
更
と
同
じ
よ
う
に
教
官
や
学
生

は
そ
の
ま
ま
引
継
ぎ
さ
れ
る
も
の
と
仲
芸
は
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
期
待
は
見
事
に
裏
切
ら
れ
、
在
学
生
は
す
べ
て
卒
業
さ
せ
、
医
科
大
学
の

入
学
は
全
く
違
う
も
の
し
て
行
い
、
教
職
員
に
つ
い
て
も
全
て
の
人
が
医
科
大

学
へ
移
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
文
部
省
に
医
科
大
学
教
授
詮

衡
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、人
事
は
こ
こ
で
最
終
的
に
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

多
く
の
教
員
が
移
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

『
東
北
大
学
百
年
史
』
に
は
専
門
部
教
授
で
あ
っ
た
藤
野
厳
九
郎
が
医
科
大

学
の
解
剖
学
の
教
授
に
な
れ
ず
、
大
正
四
年
六
月
に
辞
職
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
藤
野
が
愛
知
医
学
校
の
卒
業
生
で
あ
り
、
学
士
で

な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
仲
芸
は
医
学
専
門
部
主
事
で
あ
っ
た

の
で
詮
衡
委
員
の
一
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
教
官
の
多
く
が

退
職
す
る
こ
と
に
な
り
、
仲
芸
の
考
え
て
い
た
医
科
大
学
と
異
な
っ
た
た
め
、

あ
る
種
の
責
任
感
じ
て
、
自
ら
も
医
学
専
門
部
の
廃
止
が
決
ま
り
、
医
学
部
教

授
を
辞
す
こ
と
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
『
東
北
大
学
五
十
年
史
』

）
（（
（

で
は
こ

の
辞
任
に
つ
い
て
、
仲
芸
は
東
北
帝
国
大
医
学
部
が
で
き
て
念
願
が
達
成
さ
れ

た
の
で
辞
し
た
と
記
し
て
い
て
違
い
が
あ
る
。

　

七
月
、
東
北
帝
国
大
学
の
最
初
の
名
誉
教
授
と
な
る
。

　

大
正
八
年
八
月
、東
北
帝
国
大
学
医
学
部
に
対
す
る
仲
芸
の
功
績
を
た
た
え
、

ま
た
敬
意
の
意
味
で
寿
像
の
建
設
が
企
画
さ
れ
、
卒
業
生
、
在
仙
や
中
央
医
界

の
名
士
の
寄
付
で
造
ら
れ
た
。
な
お
、
こ
の
像
は
昭
和
一
八
年
金
属
供
出
の
命

を
受
け
て
無
く
な
っ
た
が
、
同
窓
会
七
〇
周
年
に
残
さ
れ
て
い
た
像
の
基
礎
石

に
銅
板
浮
彫
を
貼
っ
た
も
の
が
現
在
校
内
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

九
月
、
仙
台
市
医
師
会
会
長
を
辞
任
。

　

一
一
月
、
宮
城
県
医
師
会
の
臨
時
総
会
で
辞
任
を
申
し
出
る
。
五
月
の
通
常
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
時
代
の
学
生
た
ち
（
二
）

総
会
に
上
程
さ
れ
た
「
診
療
料
、
往
診
料
な
ど
の
県
下
統
一
」
の
問
題
で
県
医

師
会
と
仙
台
市
医
師
会
の
間
で
も
め
て
お
り
、
仲
芸
は
両
方
の
会
長
を
し
て
お

り
、
板
挟
み
で
あ
っ
た
こ
と
も
辞
任
の
理
由
か
も
し
れ
な
い
。
す
で
に
、
大
学

は
退
職
し
て
い
て
お
り
、
小
田
原
に
移
り
自
適
の
生
活
を
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
辞
任
表
明
は
承
認
さ
れ
、
記
念
品
を
贈
呈
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

　

仲
芸
が
小
田
原
に
移
住
し
た
日
時
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、
次
男
の
武

夫
に
送
っ
た
一
〇
月
三
一
日
付
け
の
手
紙
が
東
北
大
学
史
料
館
に
残
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
送
り
主
（
仲
芸
）
の
住
所
は
仙
台
で
あ
り
、
そ
の
中
に
小
田
原
に
は

来
月
下
旬
に
は
移
る
予
定
で
借
家
を
借
り
る
と
い
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る

の
で
小
田
原
に
転
居
し
た
の
は
大
正
八
年
一
一
月
下
旬
と
思
わ
れ
る
。

（
七
）
小
田
原
時
代
か
ら
死
去
ま
で
（
一
九
一
九
～
一
九
二
四
）

　

小
田
原
時
代
の
仲
芸
の
生
活
を
知
る
手
掛
か
り
は
あ
ま
り
な
い
が
、
上
記
の

手
紙
以
外
に
も
東
北
大
学
史
料
館
に
は
次
男
に
大
正
八
年
以
降
に
送
っ
た
思
わ

れ
る
ハ
ガ
キ
や
手
紙
が
少
し
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
で
一
年
後
の
大
正
九
年

一
一
月
二
七
日
付
け
の
手
紙
は
武
夫
か
ら
送
ら
れ
た
鱒
の
礼
状
で
、
そ
れ
で
一

杯
飲
ん
で
よ
い
気
分
に
な
れ
た
こ
と
や
、
暫
く
借
り
ら
れ
る
借
家
を
見
つ
け
て

三
日
に
移
転
し
、
九
日
に
披
露
内
祝
宴
を
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ

の
時
の
仲
芸
の
住
所
は
当
然
の
こ
と
小
田
原
で
あ
る
。
そ
の
他
の
手
紙
な
ど
は

家
族
間
の
連
絡
事
項
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
医
者
と
し
て
開

業
を
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
小

田
原
時
代
は
医
師
と
し
て
の
仕
事
は
せ
ず
に
悠
悠
自
適
の
生
活
を
し
て
い
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

大
正
一
一
年
（
一
九
二
四
）
一
一
月
一
六
日
、
脳
溢
血
に
て
死
去
。
行
年

六
五
歳
で
あ
っ
た
。

　
　
　

二　

藤
野
厳
九
郎
・
魯
迅
と
山
形
仲
芸

　　

魯
迅
の
『
朝
花
夕
捨
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
藤
野
先
生
」
と
い
う
短
編
が

あ
る
。
こ
の
題
で
あ
る
藤
野
先
生
は
、
あ
わ
ら
市
出
身
の
藤
野
厳
九
郎
で
あ
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。魯
迅
が
仙
台
医
学
専
門
学
校
に
入
学
し
た
と
き
、

仲
芸
は
校
長
で
、
藤
野
先
生
は
教
授
、
魯
迅
は
解
剖
学
を
習
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
両
者
が
仙
台
医
学
専
門
学
校
に
や
っ
て
き
た
際
に
、
仲
芸
が
ど

の
様
な
役
割
を
果
た
し
た
か
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
二
人
が
仙
台
医
学
専

門
学
校
で
出
会
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、「
藤
野
先
生
」
は
書
か
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　

ま
ず
は
厳
九
郎
が
愛
知
医
学
専
門
学
校
か
ら
仙
台
医
学
専
門
学
校
に
移
っ
た

経
緯
を
み
る
。こ
れ
は
福
井
県
文
書
館
で
二
〇
〇
七
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た「
藤

野
先
生
の
手
紙
―
仙
台
医
専
へ
の
道
―
」
の
展
示
資
料
を
中
心
に
述
べ
る
（
た

だ
し
、
手
紙
は
藤
野
宛
の
手
紙
。
文
書
館
寄
託
）。

　

最
初
に
明
治
三
三
年
五
月
二
一
日
付
け
で
東
京
帝
国
大
学
医
学
大
学
解
剖
学

の
小
金
井
教
授
か
ら
の
も
の
を
見
る
。
こ
こ
に
は
解
剖
学
の
欠
員
が
金
沢
と
仙

台
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
五
月
以
前
に
厳
九
郎
が
愛
知

医
学
校
か
ら
転
任
し
た
い
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
愛
知
医
学

校
は
強
い
慰
留
の
た
め
、九
月
一
一
日
に
助
教
諭
か
ら
教
諭
に
昇
任
さ
せ
た
が
、

話
が
つ
か
な
か
っ
た
の
か
同
月
の
二
八
日
に
休
職
を
命
じ
た
。

　

厳
九
郎
は
こ
の
休
職
中
に
再
度
東
京
大
学
の
解
剖
教
室
で
、
お
そ
ら
く
小
金
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井
教
授
で
は
な
く
、
実
質
的
に
は
そ
の
弟
子
で
あ
っ
た
大
沢
岳
太
郎
教
授
か
ら

指
導
を
受
け
、
仙
台
医
専
へ
の
採
用
を
仲
介
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
一
〇
月

一
五
日
付
け
で
大
沢
が
藤
野
に
送
っ
た
手
紙
に
は
、
藤
野
の
件
に
つ
い
て
大
沢

が
仙
台
に
問
い
合
わ
せ
し
、
そ
の
回
答
を
仙
台
医
専
の
解
剖
学
教
授
で
あ
る
敷

波
重
次
郎
が
大
沢
に
送
っ
た
手
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
「
只
今
山
形

校
長
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
元
よ
り
講
師
よ
り
追
次
本
官
に
採
用
可
致
。
目
下

教
授
は
定
員
に
達
し
て
し
て
お
り
、
如
何
と
も
し
が
た
い
が
必
ず
教
授
に
採
用

す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
約
束
致
し
ま
す
」
と
い
う
も
の
で
、
大
沢
が
仲
介
し

て
い
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
な
お
、
山
形
が
小
金
井
の
東
京
大
学
医
学
部
の

一
年
後
輩
で
あ
り
、
お
互
い
に
当
然
良
く
知
っ
て
い
る
の
で
、
藤
野
の
採
用
に

は
、
山
形
が
小
金
井
教
授
に
解
剖
学
欠
員
補
充
の
た
め
に
推
薦
を
依
頼
し
た
と

い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
が
、
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仲
芸
は
藤
野
の
採
用
に
関
し
て
は
敷
波
の
持
っ
て
き

た
人
事
を
即
決
で
承
認
し
、
将
来
、
教
授
に
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
こ
と
で
こ

の
人
事
を
後
押
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
仲
介
者
に
関
し
て
、
半
沢
正
二
郎
「
藤
野
先
生
追
想
」

）
（（
（

は
大
沢

岳
太
郎
教
授
と
し
、
一
方
、
泉
彪
之
助
「
福
井
に
お
け
る
藤
野
厳
九
郎
」

）
（（
（

で
は

小
金
井
良
精
教
授
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
福
井
の
山
本
正
雄
『
藤
野
先

生
と
魯
迅
の
思
想
と
生
涯
』

）
（（
（

で
は
、
大
沢
教
授
の
推
薦
で
仙
台
医
専
の
山
形
校

長
を
紹
介
さ
れ
た
と
あ
り
、
少
し
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
は

小
金
井
と
大
沢
は
と
も
に
東
京
帝
国
大
学
医
学
大
学
の
解
剖
教
室
の
教
授
で
あ

り
、
上
述
の
よ
う
に
相
談
の
う
え
厳
九
郎
を
仙
台
医
専
に
就
職
さ
せ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

次
に
魯
迅
の
仙
台
医
専
へ
の
道
は
、
渡
辺
譲
「
魯
迅
の
仙
台
時
代
」

）
（（
（

に
詳
し

い
の
で
主
と
し
て
こ
れ
に
よ
り
記
す
。
魯
迅
が
中
国
人
留
学
生
の
い
な
い
医
専

は
な
い
か
と
金
沢
医
専
の
留
学
生
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
仙
台
を
勧
め
ら
れ
た
。

明
治
三
七
年
五
月
二
〇
日
に
魯
迅
（
周
樹
人
）
の
仙
台
医
専
入
学
の
問
い
合
わ

せ
が
清
国
公
使
か
ら
あ
っ
た
。
こ
の
返
事
と
し
て
、
五
月
二
三
日
付
け
で
山
形

校
長
は
無
試
験
で
入
学
を
許
可
す
る
の
で
、
九
月
初
旬
に
出
頭
す
る
よ
う
伝
え

て
ほ
し
い
と
回
答
し
て
い
る
。
受
け
取
っ
て
か
ら
返
事
ま
で
の
期
間
が
三
日
間

隔
と
非
常
に
短
く
、
山
形
校
長
と
教
務
主
任
の
内
田
守
一
教
授
の
決
済
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
東
北
大
学
百
年
史
五
（
部
局
史 

（
二
）』
の
第
一
章
の
通
史
の
七
「
周
樹
人
の
入
学
」
で
上
述
の
入
学
は
山
形
校

長
の
大
英
断
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
魯
迅
の
仙
台
医
専
へ
の
入
学
は
仲
芸

の
力
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　
　

三　

教
育
者
と
し
て
の
仲
芸

　　

仲
芸
は
明
治
一
四
年
に
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
た
だ
ち
に
岡
山
県
立
医

学
校
教
諭
と
な
り
七
年
間
勤
め
た
が
、
こ
の
間
ど
の
よ
う
な
講
義
を
し
て
い
た

か
示
す
よ
う
な
資
料
は
な
い
。
明
治
二
一
年
に
新
設
の
第
二
高
等
中
学
校
の
教

諭
兼
医
学
部
長
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
文
部
省
か
ら
の
教
育

者
と
し
て
の
評
価
は
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

仙
台
に
移
り
、
第
二
高
等
中
学
校
か
ら
始
ま
り
、
第
二
高
等
学
校
医
学
部
、

仙
台
医
学
専
門
学
校
、
東
北
帝
国
大
学
医
学
部
専
門
部
そ
し
て
東
北
帝
国
大
学

医
科
大
学
の
教
諭
や
教
授
を
歴
任
す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
現
在
の
東
北
大
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沖　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
時
代
の
学
生
た
ち
（
二
）

学
医
学
部
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
大
部
分
は
制
度
の
変
更
に
伴
う
名
称
変
更
と

言
っ
て
よ
い
も
の
で
、
仲
芸
は
東
北
大
学
医
学
部
の
黎
明
期
か
ら
三
〇
余
年
に

わ
た
り
外
科
教
授
を
勤
め
た
。
ま
た
略
歴
か
ら
分
か
る
よ
う
に
そ
の
間
組
織
の

頂
点
を
兼
任
し
て
い
て
東
北
大
学
医
学
部
の
創
設
の
祖
と
言
え
る
。
こ
の
間
に

教
え
た
学
生
は
実
に
二
千
余
名
に
お
よ
び
、
こ
れ
ら
の
医
師
は
各
々
東
北
各
地

に
散
っ
て
医
業
を
営
み
地
域
住
民
の
保
険
医
療
に
貢
献
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち

東
北
地
方
全
体
の
医
療
の
発
展
に
教
育
者
と
し
て
貢
献
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

初
期
の
講
義
に
関
す
る
学
生
の
感
想
な
ど
の
資
料
は
な
い
が
、
大
正
五
年
頃

の
話
が
『
東
北
大
学
五
十
年
史 

上
巻
』
）
（（
（

に
載
っ
て
い
る
。「
そ
の
講
義
は
漢
文

調
の
名
調
子
で
音
吐
朗
々
で
、
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
反
応
を
水
人
氏
反
応
、
頭
部
を

ツ
ブ
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
今
も
先
輩
た
ち
語
り
草
と
な
っ
て
い
る
が
、
ノ
ー

ト
を
と
る
に
は
閉
口
し
た
。
そ
こ
で
学
生
は
講
義
の
是
正
方
を
申
し
込
み
に
先

生
宅
を
訪
ね
た
が
、
反
っ
て
ご
馳
走
に
な
り
謡
曲
な
ど
を
拝
聴
し
て
引
き
下

が
っ
た
。
そ
の
後
井
上
部
長
の
注
意
も
あ
っ
て
間
も
な
く
講
義
を
辞
め
た
」
と

あ
る
。
ま
た
「
会
長
略
伝
」
に
も
卒
業
生
の
半
沢
正
二
郎
の
話
と
し
て
「
先
生

は
吞
兵
衛
の
方
で
あ
っ
た
が
、
学
校
の
講
義
は
真
面
目
の
も
の
で
あ
っ
て
、
早

口
に
ペ
ラ
ペ
ラ
と
難
解
な
学
術
語
を
述
べ
て
ノ
ー
ト
す
る
の
が
大
変
難
し
か
っ

た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

仲
芸
の
講
義
は
真
面
目
に
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
ど
う
も
学
術
用
語
な

ど
も
明
治
期
の
古
い
も
の
使
っ
て
い
て
、
早
口
で
あ
り
漢
文
調
な
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
、
学
生
は
ノ
ー
ト
を
取
る
の
が
大
変
で
あ
っ
た
様
子
が
わ
か
る
。
一
方

で
自
宅
を
訪
問
で
き
る
ほ
ど
に
学
生
と
の
距
離
が
近
く
、
慕
わ
れ
て
い
た
教
師

で
あ
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
　
　

四　

管
理
者
と
し
て
の
仲
芸

　　

学
校
の
管
理
者
お
よ
び
医
学
会
の
指
導
者
と
し
て
の
仲
芸
に
つ
い
て
簡
単
に

見
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
、
学
校
関
係
で
あ
る
が
、
岡
山
時
代
は
学
校
の
教
諭
で
付
属
病
院
の
副

院
長
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
管
理
者
と
は
言
え
な
い
。
お
そ
ら
く
菅
校
長
を
補

佐
し
て
学
校
経
営
に
も
関
与
し
て
い
た
。
そ
の
実
績
に
よ
り
、
仙
台
の
第
二
高

等
中
学
学
校
の
開
設
に
あ
た
り
、
文
部
省
は
仲
芸
を
医
学
部
長
に
抜
擢
し
、
東

北
地
方
の
医
学
教
育
の
中
心
を
な
す
学
校
の
運
営
を
任
せ
た
。
そ
の
重
責
に
仲

芸
は
十
分
応
え
た
と
言
え
る
。

　

そ
の
後
、
制
度
の
変
更
な
ど
で
学
校
名
や
肩
書
も
変
更
さ
れ
た
が
、
一
貫
し

て
組
織
の
長
を
務
め
た
。
す
な
わ
ち
、
仲
芸
は
現
在
の
東
北
大
学
医
学
部
の
黎

明
期
か
ら
東
北
帝
国
大
学
医
学
部
の
時
代
ま
で
、
三
〇
年
余
に
わ
た
っ
て
組
織

の
頂
点
に
あ
り
、現
在
の
東
北
大
学
医
学
部
の
創
立
期
の
祖
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
長
い
期
間
組
織
の
頂
点
に
い
ら
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
彼
の
優
れ
た

組
織
力
の
み
な
ら
ず
彼
の
温
厚
な
人
柄
に
よ
る
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。

　

仲
芸
は
明
治
四
四
年
に
仙
台
市
医
師
会
会
長
と
な
り
、
大
正
二
年
に
は
宮
城

県
医
師
会
長
を
兼
ね
た
。後
に
も
先
に
も
両
会
長
職
を
兼
任
し
た
者
は
い
な
い
。

こ
れ
は
仲
芸
が
仙
台
市
の
み
な
ら
ず
東
北
地
方
の
医
教
育
界
、
医
学
会
の
最
高

権
威
で
あ
り
、最
も
信
頼
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
話
を
最
後
に
記
す
。
大
正
一
一
年
に
仲
芸
が

宮
城
県
医
師
会
会
長
を
辞
任
し
た
際
、「
診
察
料
、
往
診
料
な
ど
の
県
下
統
一
」

の
問
題
で
県
医
師
会
と
仙
台
市
医
師
会
は
も
め
て
い
た
。
仙
台
市
医
師
会
の
会
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員
は
、
当
時
の
理
事
に
対
し
て
辞
任
す
る
よ
う
に
求
め
た
が
、
会
長
で
あ
る
仲

芸
に
つ
い
て
は
辞
任
を
要
求
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
仲
芸
に
対
し
て
会
員
の
多

く
が
日
常
に
信
頼
し
、
特
別
な
存
在
と
し
て
敬
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　
　
　

五　

外
科
医
と
し
て
の
仲
芸

　　

岡
山
時
代
の
外
科
医
と
し
て
の
業
績
は
、
明
治
一
五
年
の
「
卵
巣
嚢
腫
の
切

除
手
術
」が
成
功
し
た
一
例
が
記
録
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。

　

つ
ぎ
に
ド
イ
ツ
留
学
以
前
に
つ
い
て
『
宮
城
県
医
師
会
史
（
医
療
編
）』）

（（
（

か

ら
確
認
し
た
い
。
同
書
に
収
載
さ
れ
る
仙
台
医
学
講
演
会
の
仲
芸
の
演
題
を
見

る
と
、「
外
科
的
矯
正
法
一
般
」
（
明
治
二
二
年
六
月
）
、「
肝
臓
ジ
ス
ト
マ
の
病

歴
と
の
発
生
、
発
育
変
化
の
実
験
」
（
明
治
二
二
年
一
一
月
）
、「
卵
巣
切
除
術
の

治
療
と
標
本
展
示
（
患
者
出
席
）」
（
明
治
二
三
年
四
月
）
と
あ
る
。
こ
の
時
期
、

仲
芸
は
仙
台
に
来
た
ば
か
り
で
、
自
分
を
仙
台
の
医
師
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
講
演
を
行
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
留
学
ま
で
講
演
は
し
て

な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

つ
い
で
ド
イ
ツ
留
学
後
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
、
帰
国
後
の
明
治
三
三

年
に
「
日
本
初
の
て
ん
か
ん
の
脳
手
術
」
を
行
い
、
そ
の
後
に
そ
の
手
術
の
症

例
を
増
や
し
て
、
結
果
を
博
士
論
文
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
の
て
ん
か
ん

の
外
科
的
治
療
の
み
な
ら
ず
脳
外
科
手
術
関
す
る
先
駆
的
な
報
告
の
一
つ
と
言

え
る
。
ま
た
、
明
治
三
四
年
に
第
三
回
日
本
外
科
学
会
宿
題
報
告
と
し
て
「
盲

腸
炎
及
虫
様
突
起
炎
調
査
成
績
」
を
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
全
国
の
内
科

医
や
外
科
医
に
四
〇
〇
〇
余
通
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
り
、
一
年
間
の
盲
腸
炎
治

療
の
実
態
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。当
時
の
虫
垂
炎
は
内
科
的
治
療
が
主
流
で
、

現
在
の
よ
う
に
盲
腸
手
術
と
い
う
外
科
的
治
療
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
外
科
的

治
療
法
が
実
際
ど
れ
位
さ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
た
。
そ
の
う
え
で
「
我
が
国
の

外
科
的
治
療
法
は
ま
だ
芽
時
代
で
あ
る
が
、
欧
米
諸
国
の
今
日
の
隆
盛
を
見
る

に
つ
け
前
途
洋
々
で
あ
る
と
信
じ
る
」
と
仲
芸
は
記
し
て
い
る
。
本
報
告
が
外

科
的
治
療
勃
興
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
外
科
学
史
に
お
い
て
も
重

要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
付
属
病
院
で
あ
る
宮
城
病
院
外
科
手
術
室
に

つ
い
て
、『
宮
城
県
史 

六
（
厚
生
）』
か
ら
見
て
お
く
。
こ
の
外
科
手
術
室
は
、

仲
芸
が
ド
イ
ツ
留
学
中
に
得
た
知
見
を
基
に
設
計
し
、
明
治
三
六
年
八
月
に
完

成
し
た
も
の
で
あ
る
。
工
費
は
二
万
円
の
ほ
か
に
暖
房
機
、
消
毒
器
な
ど
備
品

に
一
万
円
余
を
か
け
、
ド
イ
ツ
の
大
手
術
室
を
模
し
、
手
術
室
は
階
段
教
室
で

臨
床
講
義
に
要
す
る
階
段
テ
ー
ブ
ル
を
据
え
付
け
て
中
央
で
手
術
を
施
し
た
。

す
な
わ
ち
、
学
生
が
階
段
テ
ー
ブ
ル
か
ら
教
室
の
中
央
で
行
わ
れ
る
手
術
を
観

な
が
ら
講
義
を
聞
け
る
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
屋
根
は
二
重
の
ガ

ラ
ス
張
り
で
あ
り
、理
学
的
装
置
で
部
屋
が
熱
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
足
で
活
栓
を
押
す
と
水
が
出
る
手
洗
い
装
置
は
ド
イ
ツ
か
ら
取
り
寄
せ

た
も
の
で
あ
る
。
消
毒
室
は
金
属
材
料
を
消
毒
す
る
機
器
と
水
を
煮
沸
す
る
機

器
を
備
え
、
い
ず
れ
も
蒸
気
仕
掛
け
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
手
術
室
は
い
ま
だ

日
本
に
は
な
く
、
校
長
と
し
て
ま
た
外
科
医
と
し
て
寝
食
を
忘
れ
て
精
魂
を
傾

け
て
作
り
上
げ
た
も
の
で
外
科
医
と
し
て
誇
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
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お 

わ 

り 

に

　

山
形
仲
芸
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
学
生
の
中
で
は
異
色
の
存
在
で
あ
る
、
多
く
の

学
生
は
中
級
以
上
の
士
族
や
医
者
の
息
子
で
あ
る
が
、
彼
の
父
親
は
下
級
士
族

（
卒
）
で
あ
る
。
明
新
館
は
確
か
に
身
分
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
の
学
力
が
あ
れ

ば
入
学
は
出
来
る
制
度
で
あ
っ
た
。
仲
芸
が
ど
の
よ
う
に
勉
強
し
た
の
か
は
分

か
ら
な
い
が
、
そ
の
努
力
は
並
大
抵
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
、
明
新
館
に
入
学

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
グ
リ
フ
ィ
ス
の
講
義
を
聴
き
、
西
洋
近
代
科
学

に
凄
さ
に
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
、更
に
勉
強
し
た
い
思
い
が
強
く
な
り
、グ
リ
フ
ィ

ス
が
南
校
に
移
る
と
追
い
か
け
る
よ
う
に
上
京
し
た
。

　

そ
こ
で
理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、
医
学
の
道
に
進
む
こ
と
に
し
て
東
京
大
学

医
学
部
の
入
学
に
し
、
ド
イ
ツ
人
教
師
シ
ュ
ル
ツ
ェ
に
師
事
し
て
外
科
医
と

な
っ
た
。
卒
業
後
は
岡
山
県
医
学
校
な
ど
に
五
年
間
在
職
し
、
そ
の
後
仙
台
に

移
り
現
在
の
東
北
大
学
医
学
部
の
前
身
で
あ
る
第
二
高
等
中
学
校
医
学
部
、
第

二
高
等
学
校
医
学
部
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
、
東
北
帝
国
大
学
医
学
専
門
部
、

東
北
帝
国
大
学
医
科
大
学
と
移
る
。
仲
芸
は
こ
の
間
、
外
科
教
授
と
と
も
に
医

学
部
長
や
校
長
な
ど
常
に
管
理
職
の
地
位
に
あ
り
、
ま
た
医
会
で
も
仙
台
市
医

師
会
会
長
や
宮
城
県
医
師
会
会
長
な
ど
そ
の
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
仲
芸
は
東
北
地
方
の
医
学
教
育
会
お
よ
び
医
学
会
の
最
高
権
威

者
で
あ
り
、
ま
た
最
も
信
頼
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
東
北
大
学
医
学
部
の

み
な
ら
ず
東
北
地
方
の
医
学
界
の
黎
明
期
か
ら
三
〇
余
年
に
わ
た
り
リ
ー
ダ
ー

で
あ
り
続
け
た
。
ま
た
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
時
代
に
は
藤
野
源
厳
九
郎
と
魯

迅
と
を
引
き
合
わ
せ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

教
育
者
と
し
て
も
、
東
北
に
近
代
医
学
を
植
え
付
け
た
先
駆
者
と
し
て
も
、

福
井
で
も
っ
と
知
ら
れ
て
も
よ
い
人
物
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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